
(57)【要約】

【課題】本発明は簡単に車両の側構体を製作でき、正確

に窓を開けられるようにすることにある。

【解決手段】中空押出し形材１０１の押出し方向を車両

の長手方向に向けて並べて前記長手方向に沿って接合し

、次に、接合した構造体に対して、中空押出し形材１０

１の面板と接続板との接続個所の複数を押えローラ１５

１で押えた状態で、押えローラ１５１の後方の切削装置

１７０によって、複数の前記中空押出し形材を切削し、

窓を開口する。押えローラ１５１は面板と接続板との接

続個所を押えているので、強力な力で押えても、面板の

変形を防止できる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
中 空 押 出 し 形 材 の 押 出 し 方 向 を 車 両 の 長 手 方 向 に 向 け て 並 べ て 前 記 長 手 方 向 に 沿 っ て 接 合
し 、
接 合 し た 構 造 体 に 対 し て 、 中 空 押 出 し 形 材 の 面 板 と 接 続 板 と の 接 続 個 所 の 複 数 を 押 え た 状
態 で 、 該 押 え る た め の 押 え ロ ー ラ の 後 方 の 切 削 装 置 に よ っ て 、 複 数 の 前 記 中 空 押 出 し 形 材
を 切 削 す る こ と 、
を 特 徴 と す る 車 体 の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 車 体 の 製 作 方 法 に お い て 、 前 記 押 え ロ ー ラ は 押 出 し 形 材 と 押 出 し 形 材 と の
接 合 個 所 を 押 え て い る こ と 、 を 特 徴 と す る 車 体 の 製 作 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 車 体 の 製 作 方 法 に お い て 、 前 記 切 削 装 置 は 丸 の こ と 、 エ ン ド ミ ル を 備 え て
お り 、 切 削 対 象 の 開 口 部 の 直 線 部 を 前 記 丸 の こ で 切 削 し 、
次 に 、 前 記 直 線 部 と 前 記 直 線 部 と を 接 続 す る 円 弧 部 を 前 記 エ ン ド ミ ル で 切 削 す る こ と 、
を 特 徴 と 車 体 の 制 作 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 車 体 の 製 作 方 法 に お い て 、 前 記 開 口 部 は 長 方 形 で あ っ て 、 前 記 エ ン ド ミ ル
は 、 短 辺 側 の ２ つ の 円 弧 部 を 他 の 円 弧 部 よ り も 遅 く 切 削 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 車 体 の 製
作 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 車 体 の 製 作 方 法 に お い て 、 車 内 側 か ら 前 記 丸 の こ で 切 削 し 、 次 に エ ン ド ミ
ル で 切 削 し 、 次 に 、 車 内 側 か ら 車 内 側 の 面 板 及 び 車 内 側 と 車 外 側 の 面 板 を 接 続 す る 接 続 板
を 前 記 エ ン ド ミ ル で 切 削 す る こ と を 特 徴 と す る こ と 、 を 特 徴 と す る 車 体 の 製 作 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 は 車 体 の 側 面 に 窓 を 有 す る 車 体 の 製 作 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
車 体 は 、 特 許 文 献 １ の よ う に 、 押 出 し 形 材 の 長 手 方 向 を 車 体 の 長 手 方 向 に 向 け て 周 方 向 に
沿 っ て 並 べ た 状 態 で 溶 接 し 、 窓 を 開 け て い る 。 こ の 場 合 、 窓 は 溶 接 前 に 概 略 開 け ら れ て い
る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ の よ う に 、 窓 の 部 分 を 略 除 い た 押 出 し 形 材 を 並 べ 溶 接 す る よ う に し
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 平 ０ ６ － ０ ４ ５ ３ ４ ０ 号 公 報 （ Ｕ Ｓ ５ ０ ９ ８ ０ ０ ７ ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ４ ３ ２ ４ ９ 号 公 報 （ Ｅ Ｐ １ ０ ５ ７ ５ ７ ６ Ａ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
い ず れ も 事 前 に 押 出 し 形 材 を 窓 の 形 に し て お く よ う に な っ て い る 。 車 体 は 長 手 方 向 に 対 し
て キ ャ ン バ ー が あ り 、 こ の キ ャ ン バ ー に 平 行 に 窓 を 設 け な け れ な ば ら な い 。 押 出 し 形 材 の
段 階 で 窓 を 設 け る に は こ の キ ャ ン バ ー を 計 算 し て 設 け な け れ ば な ら ず 、 面 倒 な 作 業 で あ る
。 ま た 、 押 出 し 形 材 を 並 べ た 際 の 誤 差 、 溶 接 し た 際 の 誤 差 を 考 慮 し て い な い の で 、 誤 差 が
生 じ る こ と が あ る 。
本 発 明 は 、 簡 単 に 製 作 で き 、 正 確 に 窓 を 開 け る こ と が で き る 製 作 方 法 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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上 記 目 的 は 、 押 出 し 形 材 を 車 体 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 並 べ て 車 体 の 側 構 体 を 製 作 し 、 次 に 、
キ ャ ン バ ー に 基 づ い て 窓 を 開 口 す る こ と に よ り 、 達 成 で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 一 実 施 例 を 図 １ ～ 図 １ ３ に よ り 、 鉄 道 車 両 の 側 構 体 の 製 作 方 法 に つ い て 説 明 す る
。 側 構 体 １ ０ ０ は 複 数 の 中 空 押 出 し 形 材 １ ０ １ か ら な り 、 押 出 し 形 材 の 長 手 方 向 （ 押 出 し
方 向 ） を 車 体 の 長 手 方 向 に 向 け て い る 。 複 数 の 中 空 形 材 を 載 せ た 治 具 は 側 構 体 の 外 面 の 形
状 に 沿 っ て い る 。 こ こ の 中 空 押 出 し 形 材 １ ０ １ は 長 手 方 向 に 同 一 形 状 で あ る 。 中 空 押 出 し
形 材 １ ０ １ は 実 質 的 に 平 行 な ２ 枚 の 面 板 と 、 両 者 を 接 続 す る 複 数 の 接 続 板 と か ら な る 、 押
出 し 形 材 １ ０ １ の 幅 方 向 の 端 部 の 接 続 板 は 面 板 に 直 交 し て い る 。 直 交 し た 接 続 板 の 外 面 側
に は 隣 接 す る 中 空 形 材 を 嵌 め 合 わ せ 、 こ の 部 分 を 外 部 か ら 摩 擦 攪 拌 接 合 し て い る 。 摩 擦 攪
拌 接 合 は 前 記 特 許 文 献 ２ の と お り で あ る 。 抹 殺 攪 拌 接 合 は 、 複 数 の 中 空 押 出 し 形 材 １ ０ １
を 冶 具 １ ２ ０ に 並 べ 、 こ の 場 合 、 側 構 体 の 下 端 の 長 手 方 向 の 中 央 部 を 側 構 体 の 上 方 に 曲 げ
（ キ ャ ン バ ー を 与 え る 。 ） て い る 。 攪 拌 攪 拌 接 合 に あ っ た て は 、 ２ つ の 中 空 押 出 し 形 材 １
０ １ ， １ ０ １ の 面 板 同 士 の 突 合 せ 部 を セ ン サ ー で 見 て 、 そ の 突 合 せ 部 を 摩 擦 攪 拌 接 合 し て
い る 。 こ れ は 溶 接 す る 場 合 も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
側 構 体 の 一 方 の 面 の 接 合 が 終 了 す る と 、 側 構 体 を 引 っ く り 返 し 、 他 面 を 上 面 に し て 摩 擦 攪
拌 接 合 ま た は 溶 接 で 接 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
次 に 、 窓 １ ０ ５ 、 出 入 り 口 １ ０ ６ （ 以 下 、 両 者 を 窓 と い う 。 ） を 開 口 す る 作 業 を 行 う 。 こ
の 作 業 は 専 用 装 置 で 行 う 。 こ の 装 置 は 、 治 具 １ ２ ０ と 、 治 具 １ ２ ０ に 沿 っ て 走 行 す る 加 工
装 置 １ ３ ０ と か ら な る 。 加 工 装 置 １ ３ ０ は 治 具 １ ２ ０ の 幅 方 向 の 両 側 の レ ー ル １ ３ １ に 沿
っ て 走 行 す る 門 型 の 走 行 体 １ ４ ０ と 、 走 行 体 １ ４ ０ の 上 辺 の 梁 に 沿 っ て 走 行 す る 複 数 の 押
え ロ ー ラ 装 置 １ ５ ０ と 、 切 削 装 置 １ ７ ０ か ら な る 。 梁 は ２ つ 有 り 、 一 方 の 梁 に 押 え ロ ー ラ
装 置 １ ５ ０ 、 切 削 装 置 １ ７ ０ が 設 置 さ れ と ぃ ル 。 他 方 の 梁 に 押 え ロ ー ラ 装 置 １ ５ ０ が 設 置
さ れ て い る 。 す な わ ち 、 走 行 体 １ ４ ０ の 走 行 方 向 の 中 央 部 に 切 削 装 置 １ ７ ０ が あ り 、 そ の
前 後 に 押 え ロ ー ラ 装 置 １ ５ ０ 、 １ ５ ０ が あ る 。 押 え ロ ー ラ 装 置 １ ５ ０ 、 切 削 装 置 １ ７ ０ は
、 梁 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 走 行 す る 。 切 削 装 置 １ ７ ０ 、 お よ び 押 え ロ ー ラ 装 置 １ ５ ０ は 側 構
体 の 幅 方 向 に 沿 っ て 走 行 で き る 。 切 削 装 置 １ ７ ０ 、 押 え ロ ー ラ 装 置 １ ５ ０ は 上 下 方 向 に 進
退 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
切 削 装 置 １ ７ ０ は 中 空 押 出 し 形 材 １ ０ １ の 上 下 両 面 、 お よ び 、 接 続 板 や そ の 他 の レ ー ル 等
を 同 時 に 切 削 で き る 長 さ を 有 す る 。 中 空 押 出 し 形 材 １ ０ １ の 前 記 レ ー ル は 中 空 押 出 し 形 材
１ ０ １ の 車 内 側 の 内 装 板 （ 図 示 せ ず ） 等 を 設 置 す る た め の レ ー ル で 、 中 空 押 出 し 形 材 に 一
体 に 設 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
押 え ロ ー ラ 装 置 １ ５ ０ は 側 構 体 の 上 面 に 接 す る ゴ ム 製 の 押 え ロ ー ラ １ ５ １ を 有 し 、 上 下 方
向 に 進 退 自 在 で あ る 。 押 え ロ ー ラ 装 置 １ ５ ０ は 接 合 部 の 上 面 を 押 え て い る 。 押 え ロ ー ラ 装
置 １ ５ ０ は 切 削 時 に 側 構 体 を 拘 束 す る も の で あ り 、 側 構 体 の 押 し 付 け 力 が 大 き い 。 こ の た
め 、 接 合 部 を 押 え る よ う に し て い る 。 接 合 部 に は 面 板 に 直 交 す る 接 続 材 が あ り 、 該 部 の 押
し 付 け 力 が 大 き く て も 接 続 材 に よ っ て 面 板 が 変 形 す る こ と が な い 。 面 板 は 摩 擦 攪 拌 接 合 時
の 回 転 工 具 の 挿 入 力 に 耐 え る 剛 性 を 持 っ て い る 。 溶 接 で も 接 続 板 が あ れ ば 、 押 え 力 に 耐 え
る こ と が で き る 。 押 え ロ ー ラ １ ５ １ は 中 空 押 出 し 形 材 １ ０ １ の 厚 さ 方 向 に 直 交 し て 接 触 し
て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
押 え ロ ー ラ 装 置 １ ５ ０ は 、 接 合 部 を 光 学 セ ン サ ー （ 図 示 せ ず 。 ） で 見 つ け 、 接 合 部 に 沿 っ
て ロ ー ラ １ ５ １ を 移 動 さ せ る 。 ロ ー ラ １ ５ １ は 空 気 ば ね で 押 え ら れ て お り 、 接 合 部 の 高 低
に よ っ て 上 下 動 す る 。 ロ ー ラ １ ５ １ は 、 空 気 ば ね １ ５ ２ 、 上 下 装 置 １ ５ ３ を 介 し て 前 記 梁
に 設 置 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
切 削 装 置 １ ７ ０ は 、 押 え ロ ー ラ １ ５ １ と は 独 立 し て 側 構 体 の 幅 方 向 に 走 行 で き る 。 切 削 装
置 １ ７ ０ は 、 図 に 示 す 切 削 工 具 で あ る エ ン ド ミ ル １ ６ ０ と 、 丸 の こ （ 図 示 せ ず ） を 備 え て
い る 。 エ ン ド ミ ル １ ６ ０ と 丸 の こ は １ つ の 昇 降 装 置 １ ６ ９ に 設 置 さ れ て お り 、 昇 降 装 置 １
６ ９ を 水 平 方 向 に 回 転 さ せ て 択 一 的 に 使 用 で き る 。 図 １ 、 図 ２ 、 図 ４ 、 図 ６ 、 図 ８ 、 図 １
０ 、 図 １ １ で は エ ン ド ミ ル を 示 す 。 図 ３ 、 図 ５ 、 図 ７ 、 図 ９ も 切 削 装 置 １ ６ ０ は エ ン ド ミ
ル で の 切 削 を 示 し て い る 。 切 削 装 置 １ ７ ０ は 昇 降 自 在 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
か か る 構 成 に お い て 、 加 工 状 態 を 図 １ ～ 図 １ １ 、 図 １ ３ に よ り 説 明 す る 。 図 ３ 、 図 ５ 、 図
７ 、 図 ９ に お い て 、 点 線 は 切 削 す べ き 出 入 り 口 １ ０ ６ の 形 状 で あ る 。 各 図 に お い て 、 押 え
ロ ー ラ １ ５ １ ， １ ５ １ は 接 合 線 （ 実 線 ） の 上 部 を 押 え て い る 。 図 １ ２ に お い て 、 窓 １ ０ ５
、 及 び 出 入 り 口 １ ０ ６ は 開 口 し た 状 態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
各 図 に お い て 、 切 削 工 具 １ ６ ０ の 先 端 は 、 側 構 体 １ ０ ０ の 下 端 に ま で 挿 入 さ れ て い る 。 図
３ に お い て 、 窓 の 垂 直 辺 を 挿 入 す る 場 合 は 、 切 削 装 置 １ ７ ０ を 前 記 上 辺 に 沿 っ て 移 動 さ せ
、 切 削 す る 。 走 行 体 １ ４ ０ は 停 止 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 図 ５ に お い て 、 走 行 体 １ ４ ０ を 走 行 さ せ 、 ま た 切 削 装 置 １ ７ ０ を 前 記 梁 に 対 し て 走
行 さ せ て 、 出 入 り 口 １ ０ ６ の 円 弧 部 を 円 弧 状 に 切 削 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 、 図 ７ に お い て 、 走 行 を 走 行 体 １ ４ ０ の 走 行 の み と し 、 出 入 り 口 １ ０ ６ の 上 辺 の み を
切 削 す る 。
次 に 、 出 入 り 口 の 円 弧 部 を 切 削 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 図 ９ に お い て 、 切 削 装 置 １ ７ ０ の み を 走 行 さ せ 、 出 入 り 口 の 右 辺 の み を 切 削 す る 。
右 辺 を 切 削 し た 後 、 切 削 装 置 １ ７ ０ を 上 昇 さ せ 、 走 行 体 １ ４ ０ を 走 行 さ せ 、 次 の 切 削 位 置
に 行 く 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ れ に よ っ て 、 後 方 の 押 え ロ ー ラ １ ５ １ は 中 空 押 出 し 形 材 １ ０ １ の 上 面 に 載 る こ と が で き
る 。 右 辺 を 切 削 す る と き 、 前 端 の 押 え ロ ー ラ １ ５ １ は 中 空 押 出 し 形 材 に 載 っ て い る が 、 後
方 の 押 え ロ ー ラ １ ５ １ は 出 入 り 口 内 に あ り 、 下 方 に 落 ち 込 ん で い る 。 走 行 体 １ ４ ０ の 走 行
に よ っ て 押 え ロ ー ラ が 中 空 押 出 し 形 材 １ ０ １ に 接 触 す る こ と に よ っ て 上 昇 す る 。 こ の た め
、 出 入 り 口 内 に お け る 押 え ロ ー ラ １ ５ １ の 高 さ 位 置 は 加 減 ま で 落 下 し て お り 、 高 さ を 上 昇
さ せ る よ う な 制 御 を 行 っ て お ら ず 、 無 制 御 に で き 、 構 成 を 簡 単 に で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
直 線 状 の 切 削 部 は 丸 の こ で 行 い 。 円 弧 部 の み エ ン ド ミ ル １ ６ ０ で 切 削 す る 。 ま ず 、 直 線 部
を 丸 の こ で 行 い 、 直 線 部 と 直 線 部 と の 間 の 円 弧 部 を エ ン ド ミ ル １ ６ ０ で 切 削 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 実 施 例 で は 、 直 線 部 を 切 削 し 、 次 に 、 円 弧 部 を 切 削 し て い る 。 こ れ に よ れ ば 、 最 後 に
切 削 す る 円 弧 部 を 片 持 ち 支 持 す る こ と に な る の で 、 こ の 部 分 の 面 板 が 円 弧 状 に 曲 が り や す
い 。 し か し 、 エ ン ド ミ ル の 径 は 丸 の こ の 厚 さ よ り も 大 き い の で 、 曲 げ 荷 重 に よ っ て 破 損 す
る こ と が な い 。 こ の た め 、 最 初 に 開 口 の 直 線 部 を 切 削 し 、 次 に 直 線 部 と 直 線 部 と を 接 続 す
る 角 部 の 円 弧 部 を エ ン ド ミ ル で 切 削 す る こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ れ ば 、 切 削 し て 除 か れ
る 部 材 は 、 円 弧 部 で 片 持 ち 支 持 に は な る が 、 残 っ た 接 続 部 に 過 大 な 力 が か か る 。 切 削 手 順
を 逆 に し て 、 最 初 の ４ つ の 円 弧 部 を エ ン ド ミ ル で 切 削 し 、 次 に 丸 の こ で 直 線 部 を 切 削 す る
と す る と 、 最 後 の 直 線 部 に 過 大 な 力 が 発 生 し 丸 の こ に 荷 重 が か か る 。 丸 の こ の 厚 さ は 小 さ
い の で 、 こ の 曲 げ 加 重 で 、 丸 の こ を 破 損 す る 、 し か し 、 最 初 に 直 線 部 を 切 削 し て お け ば 、
丸 の こ に 曲 げ 荷 重 が か か ら な い 。 最 後 に 切 削 す る 円 弧 部 の エ ン ド ミ ル の 曲 げ 荷 重 が か か る
が 、 一 般 的 に 、 エ ン ド ミ ル の 径 が 大 き い の で 、 エ ン ド ミ ル が 破 損 す る こ と が な く 安 全 で あ
る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 図 １ ３ に お い て 、 円 弧 部 は ４ つ あ る 。 こ の 場 合 の 円 弧 部 の 切 削 は 、 短 辺 Ｉ ， Ｉ Ｉ に
沿 っ た ２ つ の 円 弧 部 ａ ， ｂ を 切 削 し 、 最 後 に 他 の 円 弧 部 ｃ ， ｄ を 切 削 す る 。 こ れ に よ れ ば
、 窓 １ ０ ５ の 片 持 ち 長 さ を 短 く で き 、 面 板 の 曲 が り 量 を 少 な く で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 接 合 部 の 突 起 を セ ン サ ー で 見 て 切 削 装 置 の 位 置 を 定 め て い る の で 、 突 起 部 の 位 置 の
検 出 は 容 易 で あ る 。
上 記 実 施 例 で は 中 空 押 出 し 形 材 を 用 い た が 、 中 空 押 出 し 形 材 で な く て も よ い 。 ま た 、 接 合
は 溶 接 で も よ い 。
ま た 、 上 記 装 置 の 丸 の こ に よ っ て 、 側 構 体 １ ０ ０ の 前 後 端 を 直 線 上 に 切 削 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 １ ４ に お い て 、 車 外 側 の 開 口 が 車 内 側 の 開 口 よ り も 小 さ い 場 合 は 、 車 内 側 か ら 、 前 記 に
よ っ て 丸 の こ と エ ン ド ミ ル で ２ つ の 開 口 の 大 き さ に 切 削 し 、 次 に 、 エ ン ド ミ ル １ ６ ０ で 車
内 側 の 面 板 １ ０ １ ｂ と 接 続 板 １ ０ １ ｃ を 切 削 し 、 車 内 側 の 開 口 を 大 き く す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 切 削 時 の 要 部 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ ２ の 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 切 削 中 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 切 削 中 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の Ｖ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 切 削 中 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ － Ｖ Ｉ Ｉ Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 切 削 中 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の Ｘ － Ｘ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 切 削 終 了 時 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 切 削 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 窓 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 の 窓 の 切 削 高 低 を 示 す 縦 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ ： 側 構 体 、 １ ０ １ ： 中 空 押 出 し 形 材 、 １ ０ ５ ： 窓 、 １ ０ ６ 出 入 り 口 、 １ ４ ０ ： 走 行
体 、 １ ５ ０ ： 押 え ロ ー ラ 、 １ ５ １ ： 押 え ロ ー ラ 、 １ ６ ０ ： エ ン ド ミ ル 、 １ ７ ０ ： 切 削 装 置
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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